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　これまでの自立学習は、個人で
学習するイメージが強かったが、
KUIS 8は、自ら課題を発見し、他
者との協働学習を通して、主体的
に解決していく「自立学習者」に成
長するために、授業時間以外での
学びもサポートする「理想的な教
育環境」を整えた。人種・国籍を越
えた人との出会い、探求心の高め
あい、向上心を刺激しあうことのできる「喧騒の場」、グローバル社会を生き抜くうえで必要と
なるスキル、「他人を受け入れる力」「自分の意見を発信する力」を身につける空間だ。

　主に授業で利用する教室「Blended 
Learning Spaces」は、教室の3面の壁に
それぞれホワイトボードとプロジェクター
が設置されており、同じコンテンツや異な
るコンテンツを同時に投影できる。iPad
やMacからの無線投影が可能となってお
り、学生全員必携のiPadを最大限に活用
できるように工夫がされている。

　2017年4月、8号館「KUIS 8」がオープンした。6号館「SACLA」内のSALC（Self-Access Learning Center）とELI（English Language Institute）が「KUIS 8」へ移転。6号館のSALCと
比べ、学習施設としての広さは2倍となり、席数も454席増加した。館内の1階は「Multi Language Area」として、日本語を含め、本学で学べる専攻言語の利用を可能にし、多くの学生が
それぞれの目的に応じて集えるエリアとなっている。2階は「English Only」のルールを適用し、ELI教員からアドバイスを受けたり、個人またはグループで自由に使えるエリアを設けている。

　オープン後の4月4日（火）にはマスコミ向けにKUIS 8の説明会と施設見学を実施。翌5日
（水）はKUIS 8の竣工式を執り行った。

学ぶ力が社会を動かし、よみがえった「ハイライン」
　KUIS 8にはニューヨークの「ハイライン」が再現されている。「役目を終えた高架鉄道を、公
園へと変貌させ空中散歩を楽しむ」ために尽力した2人の青年は、難題・課題を一つひとつ地道
に解決し、決してあきらめない姿勢が多くの人の共感を呼び、「ハイライン」を実現させた。目標
を掲げ、課題を見つけ、調べて、省察し、自ら答えを導き出す姿勢が、本学がめざす「自立学習」
そのものであり、その象徴として館内に再現した。

言 葉 は 世 界 を つ な ぐ 平 和 の 礎
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8号館SALC(Self-Access Learning Center)紹介

※日本人講師（12回）と外国人
　講師（12回）が交互に担当

6ヵ月集中ビジネス英語
強化プログラム

【お問い合わせ】 神田外語Extension事務局
〒101-8525 東京都千代田区内神田2-13-13　TEL：0120-655-055(10:00～18:00 ※日・祝日、及び指定作業日を除く)
E-mail：extension@kandagaigo.ac.jp　URL：http://www.kandagaigo.ac.jp/extension

「無料説明会」開催中！  詳しくは 検索神田外語エクステンション

本気でビジネス英語力を身につけたい社会人の方対象

★英語上級者の方に
　特にオススメです。

ビジネス英語力が必要な社会人向け
平日夜間・土曜午後 コース（振替可）

入会金 ： 
授講料 ： 

32,400円（消費税込）

311,040円（消費税込）

入会金 ： 無料
授講料 ： 248,832円（消費税込）

コースは3レベル

卒業生特別割引

オンライン動画学習
（週2本×24週間）

対面授業（120分@KIFL）
（週1回×24週間）

卒業生

（コース）

（TOEIC）
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神田外語大学同窓会では、部活、サークルのOB・OG会やクラス会の開催を支援する制度を平
成22年3月からスタートしています。

代表者が同窓会費を納入済で5名以上の卒業生が参加する会であれば、参加者１名につき
¥1,000を支援します（※ただし年度内に1回限り）。また教職員の方も支援対象となります

（※退職された方も含む）。

詳しくは下記大学ホームページをご覧下さい。ご不明な点がございましたら、同窓会事務局ま
でお気軽にお問い合わせください。卒業生の皆様のご利用をお待ちしております。

KUIS卒業生交流会支援制度
http://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/dosokai/shien/

神田外語大学同窓会事務局　〒261-0014千葉県千葉市美浜区若葉1-4-1
TEL  043-273-2519　Email  almn@kanda.kuis.ac.jp
受付時間　9:00～17:15 （土日・祝日、年末年始・入試期間・GW・お盆などの大学閉鎖期間を除く）

支援制度に関するお問い合わせ

KUIS卒業生交流会支援制度のご案内
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1The Gallery
入口のギャラリーでは、8号館で行わ
れるイベント情報や、英語の授業で
作ったポスターなどを展示していま
す。留学生が日本文化のプレゼン
テーションを行うことも！

2The Counter
私たちSALCer（SALCの学生スタッ
フ）が図書の貸し出しや、SALCの案
内などを英語で行っています。All 
Englishなので、英語で話しかけてく
ださい！

3Study Rooms
各部屋ごとに内装のテーマが異なり
ます。2～3名の小さな部屋だけでな
く、10名以上入れる部屋もあるの
で、さまざまな目的で使うことができ
ます！以前の6号館のMPRよりも、勉
強に集中できる気がします。

4Advising Spaces
ラーニングアドバイザーの先生から
学習のアドバイジングを受けられま
す。自分に合った英語の学習方法や
教材などを教えてもらえます。

5The Stage
火曜日にはTED Tuesdayというイ
ベントを開催！ステージと階段状の座
席を使ってプレゼンテーションの
ワークショップなどが行われます。

6Interactive Space
Study Roomsとは違いオープンな
スペースでグループワークができま
す！ホワイトボードのスペースはいつ
も人気で、学生同士の勉強会が行わ
れることもしばしば。

❶Information 
CLUEやモノポリーといった英語の
ボードゲームがあり、留学生とゲー
ムをしながら英語でのコミュニケー
ションを楽しみます。

❷The Park
勉強に疲れた時のくつろぎスペース
です！フォトスポットにもなっていて、
友達と写真を撮る学生も多くみかけ
ます。正面の大スクリーンも印象的。

❸Project Area
8号館の2FはEnglish Onlyなので、
英語で2～4名のグループワークを
したり、課題に取り組みます。

7Cafe
留学経験のあるスタッフが英語で接
客！コーヒーやホットドッグなどの軽
食が買えます。バルコーネのパンも
販売しているので、ちょっとした休憩
に最適です。

8Meeting Point
リラックスしながら、友達と勉強がで
きます。カフェで買ったコーヒーや軽
食を食べながら、友達との待ち合わ
せにも最適です。

9Focus Space
パソコンがあるので、レポート作成な
どに便利です。もちろん、パソコンは
英語で入力します。

⓾Edutainment Booth
こじんまりとした、落ち着いたスペー
スで映画のDVDを見たりすることが
できます。DVDのスクリプトなどの
教材を使って、リスニングの勉強も
できます。

⓫Focus Corner
お気に入りのスペースです！静かに
落ち着いて勉強に集中ができます。
コーヒーや軽食を食べることもでき
ます。

⓬The Workshop
大きいテーブルがあり、SALC主催
の留学や文化に関するワークショッ
プが行われる場所です。今は毎週水
曜日に英語ディスカッションのワーク
ショップが開催されています。

❹English Lounge
ELIの先生と英語でコミュニケーショ
ンを楽しみます。日本人同士でも英
語を話す不思議な空間。月に一度
SALC主催のティーパーティーも開
催されます。

❺Academic Support Area
ウェブ上で予約をするとELIの先生と
マンツーマンで学習サポートを受け
られます。Writingに関するサポート
をよく利用し、提出前の課題やレポー
トをチェックしてもらいます。

1F

2F

毎日8号館を利用している私たちが各エリアを紹介します。

SALCを
紹介してくれたのは

この2人！

柏
かしわばら

原 輝
てるあき

章さん
国際ビジネスキャリア専攻3年生
SALC学生スタッフ
群 馬 県 出 身 。M i c r o s o f t や
Google、IBMといった有名企業
でのインターンシップを経験。

葛
くずた

田 楓
かえで

さん
英米語学科2年生
SALC学生スタッフ
滋賀県出身。マイブームはロード
バイク。休みの日に荒川沿いの河
川敷を、ツーリングしています。
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　千葉県南総文化ホールにおいて、「第8回 国際交流フェスタ in AWA 千葉県在住外国人による日本
語スピーチコンテスト」が開催され、本学留学生別科の学生が初級の部、および上級の部それぞれの部
門において最優秀賞、観客賞、および審査員特別賞を独占した。その他、上級の部においては優秀賞、
館長賞も受賞した。受賞者は以下の通り。

　上級の部、最優秀賞を受賞したIrfan Muhammadさんは「家族vs仕事」
と題したスピーチにおいて、ジェスチャーをふんだんに交えた抜群の表現力
によって家族を大切にすることの重要さを力強く訴えた。優秀賞と観客賞を
受賞したLe Thi Hauさんは、「ゆっくり生き、考え方を変えて、もっと愛して」
というスピーチにおいて、自己中心的な考え方を変えて他者のために生きる
ことの大切さを訴え、聴衆の心をつかんだ。一方、初級の部において最優秀
賞と観客賞をダブル受賞したChakmanee Ketsarinさんは「日本人に伝え
たいこと」と題したスピーチにおいて、電車に飛び込み自殺する日本人が後
を絶たない現状にショックを受けた体験をもとに、生きることの尊さと意味
を説いた。留学生別科では、本スピーチ大会への出場が学生それぞれの今
後の人生にとって糧となることを願っている。

　「第34回全日本中国語スピーチコンテスト全国大会」において、
アジア言語学科中国語専攻4年生の西村愛未さんが最優秀賞に
輝いた（外務大臣賞、中日友好協会賞も獲得）。西村さんは埼玉県
の代表として出場した。1位～6位の受賞は以下の通り。

1位　埼玉県（神田外語大学）
2位　愛知県（愛知大学）
3位　山口県（梅光学院大学）

4位　佐賀県（東京外国語大学）
5位　神奈川県（東京外国語大学）
6位　大阪府（神戸市外国語大学）

　駐日韓国大使館 韓国文化院（東京都新宿区 / 院長 金現煥）ハンマダンホール
にて「全国学生韓国語スピーチコンテスト2016」が開催され、48組73名の参加
者から、一次審査を通過した19組28名による本選が行われた。
　今回、スピーチ部門に野﨑桃子さん（アジア言語学科韓国語専攻3年）が出場
し、一次審査を通過した10名で行われた本選において、最優秀賞を受賞した。

　本学が在京タイ王国大使館と共催
する「第11回タイ語弁論大会」が本学
ミレニアムホールにて開催された。開
会時には10月13日（木）に逝去された
タイ王国・プミポン前国王への哀悼の
意を表し、本学2年生による国王賛歌
斉唱と全員での黙祷が捧げられた。
　『希望』をテーマに、それぞれ熱のこ
もったスピーチを行い、日々の勉学の
成果を発揮した。また、休憩時間や審
査時間にはロビーにてタイ料理のお弁
当、お菓子やお茶が振る舞われ、ス
テージでは本学在学生と卒業生による
タイの民族音楽・舞踊が披露された。

【スピーチ部門 （テーマ自由、5分以内のスピーチ発表）】
最優秀賞　　　野﨑桃子（神田外語大学）
優秀賞　　　　宮下華奈（創価大学）
奨励賞　　　　野口美咲（昭和女子大学）
審査員特別賞　永本芙美（橘学苑高等学校）

「第8回 国際交流フェスタ in AWA 千葉県在住外国人による
日本語スピーチコンテスト」（千葉県南総文化ホール主催）
初級の部と上級の部で上位独占！［2016年12月11日（日）］

「第34回全日本中国語スピーチコンテスト全国大会」
にて最優秀賞を受賞［2017年1月8日（日）］

「全国学生韓国語スピーチコンテスト2016」で最優
秀賞を受賞［2016年12月10日（土）］

「第11回タイ語弁論大会」［2016年12月17日（土）］弁論大会・スピーチコンテスト
※学年は受賞時のもの

▪受賞者
【最優秀賞（全カテゴリーから2名）】
飯塚 眞耶（大阪大学 4年）
矢口 大地（大阪大学 2年）

【カテゴリー1：2年生】
１等賞：山村 香菜恵（神田外語大学 2年）
２等賞：齋藤 有里（神田外語大学 2年）
３等賞：上月 咲季（大阪大学 ２年）
努力賞：吉岡 翔吾（立命館アジア太平洋大学 2年）
努力賞：岩﨑 陸（立命館アジア太平洋大学 2年）

【カテゴリー2：3,4年生】
１等賞：関根 希望（神田外語大学 3年）
２等賞：井上 夢弥（神田外語大学 3年）
３等賞：グェン ホアイ ユイ（立命館アジア太平洋大学 3年）
努力賞：金(キム) ビッナ（立命館アジア太平洋大学 3年）

【カテゴリー3：6ヶ月以下のタイ留学経験を持つ学生】
１等賞：飯塚 眞耶（大阪大学 4年）
２等賞：井上 史菜（神田外語大学 4年）
３等賞：成田 ひかる（神田外語大学 3年）
努力賞：中島 早彩 （立命館アジア太平洋大学 1年）

【カテゴリー4：6ケ月より長いタイ留学経験をもつ学生】
１等賞：國仲 周（立命館アジア太平洋大学 2年）
２等賞：藤岡 諒（大阪大学 4年）
３等賞：井口 晴菜（神田外語大学 4年）
努力賞：金森 夏実（宇都宮大学 4年）
努力賞：野原 澪（神田外語大学 4年）

【カテゴリー5：タイ人の親を持つ学生】
１等賞：矢口 大地（大阪大学 2年）
２等賞：野々垣 有咲（神田外語大学 4年）
３等賞：大森 さえ（神田外語大学 1年）

【初級の部】（出場者10名）
　最優秀賞＆観客賞 Chakmanee Ketsarin タイ、チェンマイ大学からの交換留学生
　審査員特別賞 Gautami Sarah インドネシア、アトマジャヤ大学からの交換留学生

【上級の部】（出場者6名）
　最優秀賞 Irfan Muhammad インドネシア、リア外国語大学からの交換留学生
　優秀賞＆観客賞 Le Thi Hau ベトナム、ホーチミン市人民社会科学大学からの交換留学生
　審査員特別賞 Patiyatyothin Ailada タイ、ブラパー大学からの交換留学生
　館長賞 曺瑜彬 韓国、東西大学からの交換留学生

【参加校】（五十音順）   宇都宮大学、大阪大学、神田外語大学、立命館アジア太平洋大学

神田外語大学ボランティアセンター活動報告
　今年度でボランティアセンターの設立から5年を迎え、2016年度1年間のボランティア参加者は延べ733名となった。ボランティア依頼数とボランティア参加学生が年々増加傾向にあり、学生の
ボランティア活動への関心も高まっている。2018年2月には韓国平昌冬季オリンピックでの通訳ボランティアも控えており、今後もボランティアセンターは、国内外のボランティア活動に学生が積極
的に参加できる体制を整えたいと考えている。

　3月10日（金）～11日
（土）にハワイのホノルル
で開催されたホノルルフェ
スティバルに、9名の学生
が運営補助のボランティ
アとして参加した。学生は
日本文化紹介ブースでの
通訳やダンスコンペティ
ションの運営補助、レイン
ボー駅伝運営補助など多
岐にわたりホノルルフェス
ティバルをサポートした。
※ホノルルフェスティバルとは…?

「パシフィック・ハーモニー」“愛と信頼”をテーマに、「異民族の文化交流に
よって平和的な生き方を模索する」ことを目的とした、毎年３月に開催され
るハワイ最大級の国際的な文化交流イベントです。
http://www.honolulufestival.com/ja/

　1月19日（木）～21日（土）の3日間、日本の教育制度の理解や日
韓両国の相互理解及び友好促進を目的として、韓国の教職員約40
名が千葉県を訪問され、学校（印旛特別支援学校、国分高校）の視
察や教員との交流等を実施した。
　19日の千葉県教育委員会主催の歓迎夕食会の席で、韓国側5～
6名、日本側（教育委員会職員等）2～3名ごとでテーブルに分かれ
て歓談・交流を行う際の通訳として、在学生5名が携わった。

　 2月に行われた
「冬季アジア札幌大
会」に84名の全国
外大連合の学生ら
が通訳ボランティア
として参加した。
　本学からは41名
が参加し、選手団サ
ポート（NOCアシス
タント）として活躍した。各国のチーム付通訳、大会役員付通訳、運
営局のサポート、練習・試合後の選手たちのケア、日常生活でのサ
ポートなどの業務にあたった。
　学生たちは「選手たちに最高のパフォーマンスを発揮してもらえ
るように調整をすることが一番のやりがいになった」「他国の文化や
物の考え方の違いを学べた」など、語学力と共に異文化を理解する
ことの大切さを学んだ。

　2月15日(水)～18日(土)、『第4回全国外大連携プログラム通訳
ボランティア育成セミナー』が初会場となる京都外国語大学にて
開催された。全国の7つの外語大学から178名の学生が参加し、4
日間のセミナーを通して幅広い知識や技能を学んだ。セミナーでは

「異文化理解」「京都文化理解」「通訳技術」等の講座から京都観光

案内のフィールドワークなど実践的な講座も開講された。セミナー
後19日(日)には希望者のみ京都マラソン2017での運営及び通訳
のボランティアとして参加した。
　4日間のセミナーを修了した学生は全国外大連合通訳ボラン
ティア人材バンクに登録することができ、第1回から累計して現在

の登録者数は879名に上る。登録者は「スポーツ・文化・ワールド・
フォーラム」「冬季アジア札幌大会」などで活躍し、2018年2月には
韓国平昌冬季オリンピックでの通訳ボランティアとして114名が参
加を予定している。
次回の「第5回全国外大連携プログラム通訳ボランティア育成セミ
ナー」は、2017年9月に本学にて開催を予定している。

ホノルルフェスティバル運営補助
ボランティア

「第4回全国外大連携プログラム通訳ボランティア育成セミナー」開催

「韓国教職員招へいプログラム」における
日韓交流通訳ボランティア

全国外大連合の学生らが
「冬季アジア札幌大会」通訳ボランティア
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THE世界大学ランキング日本版　私立大学11位 第10回「大学は美味しい!!」フェアに出展

流通経済大学と「包括連携協定」を締結 神田女学園高等学校と「高大連携協定」を締結

平成28年度卒業生が千葉県・千葉市から表彰される 第85回外務省在外公館派遣員試験

在学生が字幕翻訳に携わった韓国映画『愛を歌う花』が上映される

　イギリスの高等教育専門誌「THE（Times Higher Education）」がベネッセグループとのパート
ナーシップに基づいて作成した「THE世界大学ランキング日本版 2017」が3月30日に発表され、本
学は総合で46位、私立大学の中では11位にランクインした。
　本ランキングは、教育リソース、教育満足度、教育成果、国際性の4つの視点で評価が行われ、本学
は総合評価で60.1ポイントとなった。特にポイントが高かったのは、教育満足度（94.0ポイント）、教
育成果（52.9ポイント）、国際性（71.9ポイント）の3項目。
　教育満足度は高校教員を対象に「グローバル人材育成に力を入れている」「生徒の力を伸ばしてい
る」大学のポイントを集計しており、教育成果では企業人事や研究者の評価を、国際性では外国人学
生比率や外国人教員比率をポイント化している。
　開学以来、「高度な語学運用能力」と「グローバル社会で活躍するためのコミュニケーション能力」
を身につけた人財の輩出に注力してきた結果が、評価されたかたちとなった。

　5月18日（木）～23日（火）、新宿高島屋で第10回
「大学は美味しい!!」フェアが開催された。国際コ
ミュニケーション学科の鶴岡公幸教授ゼミが出展
し、大学オリジナルのグリーンカレー、レッドカレー
の2種類のレトルトカレー（アジア言語学科タイ語
専攻のポンシー・ライト特任准教授監修）と、昨年
と同じ千葉県の蔵元・飯沼本家とコラボレーション
した日本酒「神田（SHINDEN）」のミニボトル

（300ml）を販売した。学生たちは交代で店頭に立
ち、来場者に元気よく声を掛け試食を提供した。いずれも大好評で、タイカレーは計861個、日本酒
は計190本を販売した。今回、同フェアには全国から36校が参加し、本学の参加は２回目となった。

　本学と流通経済大学の包括連携協定が結ば
れ、2016年12月13日（火）、流通経済大学（茨城
県・龍ケ崎市）にて調印式が執り行われた。流通
経済大学は4月の新学科設立に伴い、スポーツ
を通して実践的な英語コミュニケーション能力
を身につけ、国際社会に最も求められている人
材を育成するという目標を掲げている。その目
標を達成するため、本学の自立学習施設SALC

（Self-Access Learning Center）を龍ケ崎キャ
ンパス内へ導入することになった。
協定内容
◦ 本学の教員が、流通経済大学の学部生への英語科目の授業及びそれらに関連する業務を、流通経

済大学の教育方針に沿って本学が開発したカリキュラムのもと実施
◦ 本学の教員による流通経済大学・学部生に対する英語の自立学習環境の構築及び指導
◦ その他本協定の目的を達成するために必要と認める事項に関すること

　本学と神田女学園高等学校の「高大連
携協定」調印式が、3月14日（火）に神田
女学園中学校高等学校（東京都千代田
区）にて挙行された。この度の締結によ
り、神田女学園高等学校に今秋から新し
く自立型学習施設が誕生する計画であ
る。国際社会で活躍できる人材の育成を
より一層充実させるため、本学が開学以
来培ってきた語学教育・異文化理解教育
に関するノウハウを提供していく。
協定・協定内容
◦ 本学の教員が、神田女学園中学校高等学校への英語科目の授業実施及びそれらに関連する業務

を、同校の教育方針に沿って本学が開発したカリキュラムのもと実施
◦ 本学の教員による神田女学園中学校高等学校の生徒に対する英語の自立学習環境の構築及び指導
◦ その他本協定の目的を達成するために必要と認める事項に関すること

　本学の卒業式が挙行された3月18日（土）、ア
ジアン食堂「食神」にて、平成28年度卒業生3名
が、千葉県と千葉市から表彰を受けた。布川雅
英学生委員長から、千葉県知事賞、千葉市大学
市長賞、千葉県私立大学・短期大学協会 会長表
彰がそれぞれ学生に授与された。千葉県知事賞
および千葉県私立大学・短期大学協会 会長表
彰は、在学中に学業に励み、他の学生の模範と
なる優秀な成績を修めた者に対して授与される賞である。また千葉市大学市長賞は、千葉市のまち
づくりに寄与し活性化に貢献すると共に、学業成績が優秀な者に対し授与される賞である。

千葉県知事賞：翁 俊杰（国際コミュニケーション学科国際コミュニケーション専攻）（留学生）
千葉市大学市長賞：武藤 菜子（英米語学科）
千葉県私立大学・短期大学協会 会長表彰：香取 利沙（英米語学科）

　第85回外務省在外公館派遣員試験に在学生8名、卒業生2名、姉妹校・神田外語学院卒業生1名
が合格した。今回合格した11名をはじめ、本学と神田外語学院の在学生・卒業生４６名（2017年4月
現在）が世界各国で活躍している。 今回合格した11名は以下の通り。

　韓日映像翻訳者の本田恵子講師（韓国語
専攻）の指導の下、アジア言語学科韓国語
専攻の学生が字幕翻訳に携わった映画『愛
を歌う花』（配給：クロックワークス）が、1月
7日（土）～2月10日（金）まで、東京・千葉・
愛知・大阪の各映画館で上映された。
　1月27日（金）には、イオンエンターテイ
メント株式会社と本学の産学協同の取り組
みとして、「映画鑑賞＋神田外語大学の講師（豊島悠果准教授及び本田恵子講師）による解説付きプ
ログラム・『映画で世界を学ぶ』第4弾」が開催された。

キャスト＆スタッフ： ハン・ヒョジュ（ソユル役）　ユ・ヨンソク（ユヌ役）　チョン・ウヒ（ヨニ役）　
監督：パク・フンシク

『愛を歌う花』公式サイト：http://aiuta-movie.com/

Kuis News File

神田外語大学 グローバル・コミュニケーション研究所 　久保谷 富美男
TEL：043-273-2324   E-mail：kubotani@kanda.kuis.ac.jp

木戸 文香さん （国際コミュニケーション専攻4年）
　【派遣先】在ネパール日本国大使館

佐藤 秀信さん （国際ビジネスキャリア専攻4年）
　【派遣先】在イスラエル日本国大使館

川嶋 千尋さん （国際コミュニケーション専攻2017年卒）
　【派遣先】在南アフリカ日本国大使館

寄主 彩乃さん （国際コミュニケーション専攻2017年卒）
　【派遣先】在デンバー日本国総領事館

戸巻 翼さん （国際ビジネスキャリア専攻2017年卒）
　【派遣先】在サウジアラビア日本国大使館

宮島 奏乃さん （国際コミュニケーション専攻2017年卒）
　【派遣先】在シドニー日本国総領事館

須田 瑠菜さん （ブラジル・ポルトガル語専攻4年）
　【派遣先】在モザンビーク日本国大使館

佐藤 夏美さん （インドネシア語専攻2017年卒）
　【派遣先】在インドネシア日本国大使館

広瀬 佳玲さん （スペイン語学科2015年卒）
　（現イベロアメリカ言語学科スペイン語専攻）
　【派遣先】在メキシコ日本国大使館

後藤 隆恭さん （国際コミュニケーション専攻2014年卒）
　【派遣先】東南アジア諸国連合日本政府代表部

上野 優美さん （神田外語学院英語専攻科2013年卒）
　【派遣先】在ハガッニャ日本国総領事館

この外務省在外公館派遣員試
験の対策を含む勉強会『「＋α」

「＋β」グローバル教養講座』は
グローバル・コミュニケーション
研究所が主催しています。在学
生・卒業生の皆さんも希望する
方は、いつからでも勉強会に参
加可能ですので下記までお問
い合わせください。
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神田外語大学・学院では全国高校向けの広報活動を今後より充実させるべく、お住まいの地域
周辺の高校を訪問し、教員や生徒に大学、学院の紹介を行う「神田外語進学アドバイザー」を募
集しています。
1994年にスタートした制度で、現在、福島、栃木、群馬、埼玉、茨城、千葉、東京、神奈川、山梨、
長野、静岡、新潟、富山、福岡、北海道地域にて、計44名のスタッフが活動しています。

今回、以下の地域の方を特に募集しています。
長野県、千葉県東部（東金市、山武市など）
※ 埼玉県（所沢市、深谷市）、東京都（杉並区、練馬区）、神奈川県（横浜市、川崎市）などからの

応募も歓迎

〔応募資格〕
◦ 神田外語大学・神田外語学院をご卒業後、3年以上の職務経験がある60歳未満の方（定年が

60歳）。
◦平日の昼間に高等学校への訪問、ガイダンス参加が可能であること。
◦進学アドバイザーとして指定の研修に参加可能であること。
◦ 基本的なPC・タブレット操作（インターネット, メール, Word, Excel）ができること。
◦日常会話程度の英語力があること。
◦ 自宅にFaxがある、もしくはない場合、自宅PCやスマートフォンにてPDFファイルを確実に閲

覧できること。

その他詳細はお気軽に下記問い合わせ先までご連絡いただくか、同窓会Fecebookページ
（https://www.facebook.com/kuisalmn/）をご覧ください。
ご興味がある方は必要事項（氏名（フリガナ）、既婚の方は旧姓、卒業年及び学科・専攻、現住所、
電話番号）を記入し、下記問い合わせ先（担当：広報部白方）までメールにてご連絡ください。

応募締切 ： 2017年8月21日（月）

神田外語大学　広報部　進学アドバイザー募集係（担当：白方（しらかた））
〒261-0014　千葉市美浜区若葉1-4-1　TEL：043-273-2826 / FAX：043-273-2988　
E-mail：asiraka@kanda.kuis.ac.jp
※ご記入いただく個人情報は、神田外語進学アドバイザー担当、及び神田外語グループからさまざまな
ご連絡をする目的にのみ使用いたします。

お問い合わせ先

「神田外語進学アドバイザー」 
新規スタッフを募集

フラメンコ舞踏部OBOG会開催

アカデミックサクセスセンター（ASC）でチュータープログラムがスタート

OBOG交流会【神田外語大学Global Career Expo2017】を開催

　フラメンコ舞踏部「LAS★BAKANDAS」
のOBOG会が1月7日（土）に開催された。

「LAS★BAKANDAS」は本学開学時から活
動している団体のひとつで、浜風祭で恒例
のステージのほか、近隣のイベントにも多数
出演している。
　OBOG会当日は、酒井邦弥学長と顧問の
柳沼孝一郎副学長も出席し、現在のメン
バーとともに歴代メンバーと旧交を温めた。
　最後はゲストとしてお招きしたプロギタ
リストの演奏で、全員で華麗なダンスを披
露し、会は終了した。在学生からは「たくさ
んの先輩方にお会いできて本当に楽し
かった。またこのような場を開きたい」との
声があがった。

　学生の学習面でサポートを図るため、アカデミックサクセスセンター（ASC）が4月に設立された。
ASCは、上級生が下級生を導くチューター制度をはじめ、TOEFL,TOEIC等英語の資格試験対策の
サポート、講師が１対１で文章作成支援を行う日本語ライティングセンターの機能を備えている。
　4月28日（金）には、プログラムに参加するチューターとチューティーの学生が集まり、「合同オリエ
ンテーション」が行われた。
　本プログラムは、チューター（2～4年生）がチューティー（1～2年生）の英語学習をサポートする課
外プログラムである。
　10週間にわたるセッションを通して共に英語
学習に取り組むことで、継続的にモチベーショ
ンを高め合い、相互の英語力を高めていくこと
を目的としている。
　TOEFL、TOEIC、基礎英語プログラムの3種
類があり、前期は約40名のチューターと約140
名のチューティーが参加している。

　2月25日(土)、本学4号館を会場に160名を超える卒業生・在学生が集合し、OBOG交流会【神田
外語大学Global Career Expo2017】を開催した。(本学キャリア教育センター・同窓会共催) 
　当日は、商社・メーカー・ホテル・旅行・物流・IT・コンサルティング・金融・不動産・起業家などさまざ
まな業界で活躍している卒業生55名が参加した。また在学生の参加も109名と、昨年同様の2部構
成を通じ、大規模な在学生就職支援企画となった。
　午前の第1部では、昨年に引き続き、英米語学科卒業生でフィデリティ投信株式会社に勤務されて
いる穂谷栄一郎氏をお招きし、「求められる“人財“とは－スキルセットよりもマインドセット－」をテー
マに講演が行われた。講演では「短期的な視点で業界や会社を研究することよりも、長期的な視野で
自分にあった職とは何かを考えることが大切である」という内容が話された。
　午後の第2部は55名の卒業生が10のグループに分かれ、1回60分のディスカッションを4回行う
という形で進行し、内１回は新たに、「スピードメンタリング」のセッションを設けた。「スピードメンタリ
ング」は1人のメンター(卒業生)に2～3人のメンティー(在学生)がつき、10分毎に異なるメンターに
学生主体で質問をしていく形式で行われた。
　キャリア教育センターと同窓会は、在学生のキャリア形成には社会人との交流が重要で、そのなか
でも卒業生による在学生支援は非常に有意義であると考えており、今後もこのような交流を通じた
キャリア支援を実施していく予定だ。

　神田外語学院、神田外語大学などを擁す
る学校法人佐野学園神田外語グループ佐
野隆治会長が平成29年3月18日に永眠いた
しました。（享年82歳）
　佐野会長は昭和38年、神田外語学院の
前身であるセントラル米英語学院の運営に
参画以来、神田外語グループを牽引し、日本
の若者の将来を常に考え、先進的な英語教
育の実現に情熱を注いで来られました。
　ここに生前のご厚誼に深謝し、謹んでご報
告申し上げます。

　名誉教授の井上和子先生が平成29年5月
3日にご逝去されました。（享年98歳）
　井上先生は平成2年に本学第二代学長に
就任し、平成4年の大学院開学に大きく寄与
されました。初代の大学院言語科学研究科
長を併任で務められ、学部・大学院の教育、
研究に情熱を注ぎ、平成8年に重要な研究を
行う可能性を持つ大学院が文部省（当時）から
受けられる研究助成「Center of Excellence

（卓越した研究拠点）」に採択され、本学の名
声を大いに高められました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げるとともに
心より哀悼の意を表します。

　名誉教授の加藤譲治先生が平成28年12
月30日にご逝去されました。（享年79歳）
　加藤先生は外国語教育の基礎の上に高
い国際的教養を備えた学生を輩出するべく、
教養教育の充実・発展に多大な貢献をされ
ました。一般教育主任を務められるかたわ
ら、ご専門である社会学、経営学ゼミでは熱
心に学生指導にあたり、多くの優秀な学生を
社会に送り出しました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げるとともに
心より哀悼の意を表します。

　名誉教授の金東俊先生が平成29年1月7
日にご逝去されました。（享年93歳）
　金先生は出身国の大韓民国における多く
の教育経験を活かし、本学の韓国語教育の
充実・発展に多大な貢献をされました。また、
神田外語大学の母体である神田外語学院
の日本語教師養成講座でも教鞭をとられ、
外国人という視点から異文化理解の重要性
を説き、優れた日本語教育者の育成に大い
に貢献されました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げるとともに
心より哀悼の意を表します。
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お問い合わせ・資料請求・無料サンプルレッスン
〒101-0047　東京都千代田区内神田2-13-9　神田外語本部ビル3階　神田外語キャリアカレッジ　通学講座担当三好・吉田
電話:03-3254-7100　Email：kgcc@kifl.ac.jp　TEL受付時間： 火～金10:00～19:00、土10:00～16:30

神田外語キャリアカレッジ

【コミュニケーション強化コース】　基礎からの体系的な英語の学び直しや総合的なコミュニケーション力を強化します。
【TOEIC®対策コース】　自分の弱点を確認し、テスト対策や演習を通じて目標スコアを達成します。
【ビジネススキル強化コース】　ビジネスの場で求められる実践的なコミュニケーションスキルを目的別に習得します。 
コース詳細：http://www.kandagaigo.ac.jp/kgcc/private/

＜英語通学講座＞
受講生（1・4・7・10月期）募集中！ KUIS卒業生特典：入学金免除・受講料半額

平成28年度卒業式
平成29年度入学式  挙 行

　3月18日(土)、平成28年度(2016年度)神田外語大学大学院修了式・外国語学部
卒業式が執り行われた。当日は晴天に恵まれ、オープン前の新施設8号館も卒業生
に特別に開放された。8号館では大型パノラマディスプレイにて卒業生へのメッセージ
ムービーの上映や、成績優秀者が記念として8号館の椅子の裏にサインを書く式典も
行われ、多くの卒業生で賑わった。
　また、4月1日(土)には平成29年度神田外語大学入学式を挙行。入学式はインドネ
シア語とタイ語専攻の先輩学生が専攻語と英語で司会を行った。閉式後は学生サー
クル「劇団輪座」(げきだんわざ)による、歌と踊りによる歓迎のパフォーマンスも行われ
た。小雨の降る天候のなか、キャンパス内はスーツ姿の初 し々い学生であふれ、新学
期を迎えるにふさわしい賑やかな入学式となった。

▪平成28年度卒業生総数897名
（平成29年3月18日現在）
外国語学部 891名

英米語学科 423名
中国語学科/専攻 63名
韓国語学科/専攻 24名
インドネシア語/ベトナム語/タイ語専攻 55名
スペイン語学科/専攻 63名
ブラジル・ポルトガル語専攻 46名
国際コミュニケーション学科 217名

大学院　言語科学研究科 6名
博士前期課程英語学専攻 3名
博士前期課程日本語学専攻 3名

▪教育職員免許取得者／
　日本語教員養成課程修了者／
　児童英語教員養成課程修了者／
　�Certificate�Program�in�Japan�
Studies修了者

教育職員免許取得者 46名
日本語教員養成課程修了者 24名
児童英語教員養成課程修了者 14名
Certificate Program in Japan Studies修了者 3名

▪平成29年度入学者総数�1,055名
（平成29年4月1日現在）
外国語学部 1,045名

英米語学科 413名
アジア言語学科 180名
イベロアメリカ言語学科 138名
国際コミュニケーション学科 221名
2年次編入 34名
3年次編入 59名

大学院　言語科学研究科 10名
博士前期課程英語学専攻 4名
博士前期課程日本語学専攻 6名

 2017年度 入試結果
▪公募学校推薦入試結果

学科 募集人員 志願者 受験者 合格者 実質倍率
英米語学科 60 93 93 88 1.1
アジア言語学科 10 30 30 30 1.0
イベロアメリカ言語学科 10 70 70 35 2.0
国際コミュニケーション学科 20 35 35 35 1.0
4学科合計 100 228 228 188 1.2

▪自己推薦入試結果
学科 募集人員 志願者 受験者 合格者 実質倍率

英米語学科 40 170 167 87 1.9
アジア言語学科 43 164 160 59 2.7
イベロアメリカ言語学科 27 105 105 29 3.6
国際コミュニケーション学科 20 75 75 40 1.9
4学科合計 130 514 507 215 2.4

▪一般入試結果
入試区分 学科 募集

人員
志願
者

受験
者

合格
者

実質
倍率

全学科統一
入試

英米語学科 50 449 436 114 3.8
アジア言語学科 26 382 373 82 4.5
イベロアメリカ言語学科 22 275 270 68 4.0
国際コミュニケーション学科 20+若干名 402 393 93 4.2
4学科合計 118 1508 1472 357 4.1

Ⅰ期入試

（※1）

英米語学科 100 559 540 164 3.3
アジア言語学科 43 347 338 74 4.6
イベロアメリカ言語学科 32 229 223 54 4.1
国際コミュニケーション学科 55 497 463 126 3.7
4学科合計 230 1632 1564 418 3.7

Ⅱ期統一入試

英米語学科 20 169 161 35 4.6
アジア言語学科 10+若干名 180 174 38 4.6
イベロアメリカ言語学科 5+若干名 84 82 33 2.5
国際コミュニケーション学科 7+若干名 114 106 12 8.8
4学科合計 42 547 523 118 4.4

センター利用
入試〈前期〉
（2科目）

英米語学科 80 548 548 179 3.1
アジア言語学科 25 319 319 75 4.3
イベロアメリカ言語学科 21 201 201 61 3.3
国際コミュニケーション学科 40 384 384 112 3.4
4学科合計 166 1452 1452 427 3.4

センター利用
入試〈前期〉
（3科目）

英米語学科

※2

473 470 214 2.2
アジア言語学科 269 269 85 3.2
イベロアメリカ言語学科 158 158 57 2.8
国際コミュニケーション学科 375 375 136 2.8
4学科合計 1275 1272 492 2.6

センター利用
入試〈前期〉
（4科目）

英米語学科

※2

68 67 42 1.6
アジア言語学科 61 60 27 2.2
イベロアメリカ言語学科 38 38 23 1.7
国際コミュニケーション学科 69 69 35 2.0
4学科合計 236 234 127 1.8

センター利用
入試〈後期〉
（3科目）

英米語学科 10 29 29 14 2.1
国際コミュニケーション学科 5 16 16 5 3.2
2学科合計 15 45 45 19 2.4

※1 上記の合格者数は、追加合格者（英米語学科51名、国際コミュニケーション専攻39名）を
含みません。

※2 募集人員は、 センター利用入試〈前期〉（2科目）に含まれます。

神田外語アソシエイツ

卒業生無料キャリア相談のご案内
神田外語アソシエイツは、
卒業生のキャリア支援のために作られた、
学園100%出資の人材紹介会社です。
キャリアに関することでしたら、
どんなことでもお気軽にご相談ください。

※「無料キャリア相談のご案内」のバナーを
　クリックしてください。

〒101-0047 東京都千代田区内神田2-13-9 神田外語本部ビル2階
（平日9:30-18:20）

神田外語アソシエイツ

info@kgai.co.jp TEL.03-3252-5430

ご相談 ご登録 求人
紹介 ご就業

To our
website!page!

「第1回 高校生東南アジア小論文コンテスト」

全学科・専攻の2年生対象Sophomore Winter Campと
1年生対象Freshman Orientation Campを実施

2017年度4月期 留学生別科・IES開講式（入学式）を挙行

　本学の創立30周年記念事業のひとつとして、
「第1回高校生東南アジア小論文コンテスト」が開
催される。最優秀賞・優秀賞に選ばれた高校生計3
名は、2018年3月下旬のタイ見学旅行に招待され
る。インドネシア、ベトナム、タイの3部門がある。
応募者は、共同通信社の記者が東南アジアで取材
し執筆した記事を読み、1,000～1,200字の小論
文を作成する。

　4月8日(土)～5月28日(日)の期間に、各学科・専攻の学生を7つの班に分けFreshman 
Orientation Campが福島県天栄村のブリティッシュヒルズにて行われた。このキャンプは例
年、新入生を対象として行われ、2日間のキャンプ中に行われるセッションやワークショップを通
し、親睦を深めるだけでなく、在学中の学習計画や目標を立てることを目的としている。今年度
のキャンプからは、FOC学生運営委員として各学科・専攻の2～4年生が先輩学生として、移動
中のバス内のレクリエーションやアイスブレーク、各ワークショップなどの企画・運営を行った。
恒例の「学長と語ろう」や「先生と語ろう」、「先輩と語ろう」も行われ、初々しい新入生が先生や先
輩学生とともに学生生活について思い思いに語る姿が見られた。
　また、全学科・専攻の2年生を対象としたSophomore Winter Campも、2月13日(月)～
16日(木)・20日(月)～22日(水)に福島県天栄村のブリティッシュヒルズで実施された。この
キャンプは大学生活の折り返しを迎え、3年生へ進級するタイミングで、今までの大学生活を振
り返ることを目的として行われる。1年次のFreshman Orientation Campで学長と約束をし
た語学学習目標の進捗を、改めて学長とすり合わせを行うセッションも行われた。
　ブリティッシュヒルズに到着後、はじめに学長講話が行われた。学長は、「これからの世界はグ
ローバル化が進み、今までの常識が通用しない『正解のない時代』になっていく、その世界で活躍
する為に自立学習を通して、考え続け、勉強し続けることを学んでほしい」との思いを語られた。
　上原雅子講師（英米語学科）による語学セッションも行われ、2日目にボキャブラリーコンテス
トと題して、TOEIC頻出単語を中心に単語テストが行われ、学生たちが真剣にセッションに取り
組む姿が見られた。キャリアセッションでは2年生と、4月からメーカーや国際物流、英語教員な
どさまざまな業界で働く4年生がグループごとにディスカッションを行った。自身の抱えている
不安や小さな疑問も、先輩学生であれば相談がしやすいという声もあり、2年生にとって自身の
キャリアを考える上で有意義な時間となった。

　本学留学生別科とIES（International Education Services）の開講
式（入学式）が、3月30日（木）に挙行された。留学生別科は32名、IESは
37名の新入生が参加した。
　留学生別科在学生代表として、リア外国語大学（インドネシア）の交換
留学生サギタラ・リスカさんから「半年前、私もこの式に新入生として参
加しました。当時は不安や緊張がありましたが、半年たって日本の生活に
慣れることができました。皆さんは一人ではないので安心してください。
一緒にたくさんの思い出を作りましょう」と歓迎のスピーチが贈られた。
　また留学生別科新入生代表の、ブラパー大学（タイ）交換留学生のマ
ンティラーライ・チョンニカーンさんは「夢だった日本での留学生活を今
日から始めることができて喜びの気持ちでいっぱいです。母国では日本
語を実際に練習する機会があまりなかったので、日本ではたくさんの友
達を作ったり、観光地巡りをしたりして会話力を伸ばしていきたい」と抱
負を述べた。

本学からのメッセージ
東南アジアに目を向けてください。豊穣な大地に育まれた多様な文化と言葉、そしてエネルギッシュな人々。
産業の活性化はさらなる社会の発展を約束しています。日本の未来は、この東南アジアの人々と文化を理解す
ることなしにはあり得ません。関心のある記事を読み、そして写真を見て、あなたの考えを小論文にまとめてくだ
さい。最優秀賞など計3名をタイの現地見学にご招待します。ここから東南アジアへの道のりが始まります。
※応募方法等の詳細は以下の公式HPをご覧ください。
https://www.kandagaigo.ac.jp/essaycontest/
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 昇　任	 	

アジア言語学科中国語専攻	 特任准教授	 青野　英美

イベロアメリカ言語学科ブラジル・ポルトガル語専攻	 准教授	 奥田　若菜

イベロアメリカ言語学科ブラジル・ポルトガル語専攻	 准教授	 吉野　朋子

国際コミュニケーション学科国際コミュニケーション専攻	 准教授	 田島　慎朗

国際コミュニケーション学科国際ビジネスキャリア専攻	 准教授	 豊田　聡

留学生別科	 上級講師	 小林　ひとみ

 退　任	 	

英米語学科	 特任准教授	 西野　孝子

英米語学科	 特任講師	 曽根　和子

アジア言語学科中国語専攻	 語学専任講師	 顧　姍姍

アジア言語学科ベトナム語専攻	 語学専任講師	 チン　ミンハイ

イベロアメリカ言語学科	 教授	 藤田　知子

イベロアメリカ言語学科スペイン語専攻	 教授	 江藤　一郎

国際コミュニケーション学科国際コミュニケーション専攻	 教授	 嶋﨑　政男

国際コミュニケーション学科国際コミュニケーション専攻	 教授	 福田　守利

国際コミュニケーション学科国際コミュニケーション専攻	 教授	 桝本　智子

留学生別科	 講師	 広崎　純子

メディア教育センター	 准教授	 マーク　ネルソン

グローバル・コミュニケーション研究所	 客員教授（非常勤）	 我孫子　和夫

グローバル・コミュニケーション研究所	 講師	 亀井ダイチ　アンドリュー

ELI	 語学専任上級講師	 エイドリアン　ステイシー

ELI	 語学専任上級講師	 アンドレ　ゼイブ

ELI	 語学専任上級講師	 アレクサンダー　セルマン

ELI	 語学専任上級講師	 オーレリ　トレッドウェル

ELI	 語学専任上級講師	 キャロライン　ハッチソン

ELI	 語学専任上級講師	 デーナ　ブレム

ELI	 語学専任上級講師	 エリン　ヒューズ

ELI	 語学専任講師	 デービッド　クック

髙地 薫
（こうち かおる）

①アジア言語学科
　インドネシア語専攻/講師
②日本
③専門はインドネシアを中心とする東

南アジアの現代政治史、政治文化
です。厳しくも楽しい講義を目指しま
す。

Mai Ngoc Lan
（マイ・ゴック・ラン）

①アジア言語学科
　ベトナム語専攻/語学専任講師
②ベトナム
③発音が難しいとされているベトナム

語ですが、勉強すればするほど楽し
くなっていきます！一緒に頑張りま
しょう！

釜田 友里江 
（かまた ゆりえ）

①アカデミックサクセスセンター/講師
②日本
③学問を通して皆さんの興味を引き出

したり、深めたりするサポートをして
いきたいです。

John Alexander
 （ジョン・アレクサンダー）
①ELI/語学専任講師
②アメリカ
③Hey! I'm very excited to be here! 

We're going to have fun, learn 
some English, and go a little 
crazy!!

Ross Sampson
（ロス・サムソン）

①ELI/語学専任講師
②スコットランド
③Let's learn together and from 

each other because everyone 
can tell you something that you 
don't know! 

吉住 香織
（よしずみ かおり）

①英米語学科/特任准教授
②日本
③I am looking forward to supporting 

you. Let's work together to make 
your learning experiences at 
KUIS rewarding and dreams 
come true！

岡部 政美
（おかべ まさみ）

①アジア言語学科
　インドネシア語専攻/語学専任講師
②日本
③インドネシア語を担当します。言葉を

通じてどんどん自分の興味を広げ、
人生を楽しみ尽くして下さい。

冨岡 裕
（とみおか ゆたか）

①アジア言語学科
　タイ語専攻/語学専任講師
②日本
③学生の皆さんが、タイ語を専攻、履修

して良かったと思えるような授業に
なるよう心がけたいと思います。

フォール小舘 梓
（フォールこだて あずさ）

①アカデミックサクセスセンター/講師
②日本
③様々な語学センターで培った経験を

活かし、皆さんの英語学習を親身に
なって支えていきます。宜しくお願い
します。

Katherine de Veas
（キャサリン・デ・ヴェアス）

①ELI/語学専任講師
②アメリカ
③Your true path to success can 

only be found by looking inward. 
Work hard, everyone!

Samuel Godin
（サミュエル・ゴディン）

①ELI/語学専任講師
②アメリカ
③Howdy! I'm Sam from America. 

Can't wait to meet everyone. 
Let's make an amazing year at 
Kanda!

内田 加奈美
（うちだ かなみ）

①英米語学科/語学専任講師
②日本
③新しく着任しました内田です。どうぞ

宜しくお願いします。皆さんとご一緒
できますことを嬉しく思います。

片瀬 紅実子
（かたせ くみこ）

①アジア言語学科
　ベトナム語専攻/語学専任講師
②日本
③東南アジアとポルトガル語専攻の英

語を担当します。皆さんと共に各専
攻言語圏の文化も学んでいく事を
楽しみにしています。

前田 伸人
（まえだ のぶひと）

①イベロアメリカ言語学科
　スペイン語専攻/准教授
②日本
③上げ底の如き生き方は止めて互い

に切磋琢磨し、コモンセンス・知性・
感性を高め合う場を作り上げましょ
う。

内藤 真理子
（ないとう まりこ）

①留学生別科/講師
②日本
③世界は美しく、驚きに満ちています。

ことばを磨くことで、それに気づく感
性を鋭くできるでしょう。世界と書物
を渉猟する4年間をすごしてくださ
い。

Michael Burke
（マイケル・バーク）

①ELI/語学専任講師
②イギリス
③Hi, my name's Mike. I 'm an 

English lecturer here at KUIS. I 
look forward to meeting you 
soon!

Whitney Goncalves
（ホイットニー・ゴンカルベス）

①ELI/語学専任講師
②アメリカ
③Let 's  have fun learn ing  in 

English. I know you can do it. 
We can do it together.

宗像 花草
（むなかた かや）

①英米語学科/語学専任講師
②日本
③ことばや意見を通してお互いの個性

や違いを受け入れながら、一緒に有
意義な学びを作り上げていきましょ
う。

細田 菜穂子
（ほそだ なおこ）

①アジア言語学科
　ベトナム語専攻/語学専任講師
②日本
③大学時代は多くの人と出会い、色々

なことにチャレンジしてください。
　共に学んでいきましょう。

Veri Farina Becski
（ベリ・ファリナ・ベチキ）

①イベロアメリカ言語学科
　スペイン語専攻/語学専任講師
②ベネズエラ
③I am very honored to be your 

Spanish teacher. Let's share 
many experiences together 
through the learning of the 
Spanish language! 

Jennie Roloff Rothman
（ジェニー・ロロフ・ロスマン）

①ELI/主任講師
②アメリカ
③This year marks a return for me 

to KUIS, so I am delighted to 
welcome you to a university I 
enjoy working at. Study hard, 
play hard and good luck!

Matthew Miner
（マシュー・マイナー）

①ELI/語学専任講師
②アメリカ
③Enjoy learning and using world 

languages to meet wonderful 
people from all over the globe!

Isra Wongsarnpigoon
（イスラ・ウォンサーンピグーン）

①SALC/講師・ラーニングアドバイザー
②アメリカ
③Hi! I'm looking forward to seeing 

you in the SALC this year!

全 民 
（ゼンミン）

①アジア言語学科
　中国語専攻/語学専任講師
②中国
③在校生の皆さん、初めてまして。これ

から1、2年生の中国語会話を担当
する全民です。

　一緒に中国語会話力が身に着くよう
に頑張りましょう。

Tran Trong Giang
（チャン・チョン・ザン）

①アジア言語学科
　ベトナム語専攻/語学専任講師
②ベトナム
③I wish with you- KUIS students - we 

will bridge cultural gaps between 
the nation of Vietnam and its 
Japanese friends. 

知念 渉
（ちねん あゆむ）

①国際コミュニケーション学科
　国際コミュニケーション専攻/講師
②日本
③教職課程を担当します。子ども・若

者の貧困や、学力格差の問題など
について一緒に考えていけたらと
思っています！

Daniel Hooper
（ダニエル・フーパー）

①ELI/語学専任講師
②イギリス
③Hi everyone! My name is Dan 

and I come from the UK. I aim to 
create a supportive atmosphere 
in my classes where everyone 
can express things that are 
important to them using English.

Robert Smythe
（ロバート・スマイズ）

①ELI/語学専任講師
②イギリス
③Hi everyone! I'm Robert from the 

UK. I 'm looking forward to 
meeting you all and helping you 
wi th  your  Eng l i sh  s tud ies . 
Ganbarimasu!

堀 真紀子
（ほり まきこ）

①SALC/講師・ラーニングアドバイザー
②日本
③Hello. I'm a LA in the SALC. I 

hope that I will be able to help 
you make your learning and 
college life more enjoyable and 
productive.

　本学大学院言語科学研究科は、東京キャンパスに英語学専攻MA TESOLプログラム（修士課程）を置き、
千葉幕張キャンパスに日本語学専攻 日本語学コース/日本語教育学コース（修士課程）と言語科学専攻

（博士課程）を置いています。それぞれのキャンパスで、大学院説明会、講演会、入学試験を実施しています。
2016年、MA TESOLプログラムは、文部科学省「職業実践力育成プログラム （BP）」に認定されました。

出願期間　2017年12月4日（月）～2018年1月17日（水） 　　　試験日　2018年1月28日（日）

Ⅰ期 出願期間 2017年9月14日(木)～2017年9月28日(木) 試験日 2017年10月14日(土)

Ⅱ期 出願期間 2017年12月14日（木）～2018年1月11日（木） 試験日 2018年1月27日（土）

Ⅲ期 出願期間 2018年2月13日（火）～2018年2月22日（木） 試験日 2018年3月1日（木）

日本語学専攻　［千葉］
日本語学専攻　2018年4月募集

英語学専攻　［東京］
英語学専攻　MA TESOLプログラム　2018年4月募集

・・・・・・ 大学院からのお知らせ ・・・・・・

■大学院言語科学研究科　http://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/grad/　
■お問い合わせ　神田外語大学 言語科学研究科　TEL:043-273-2971 （月〜金 11：00〜18：00）
　　　　　　　　Email : infograd@ml.kuis.ac.jp

【2年制課程（共通科目+学科の特色あるカリキュラムを学ぶ）】
英語専攻科、アジア／ヨーロッパ言語科（フランス語コース、スペイン語コース、中国語コース、韓国語コース、インドネシア語
コース、ベトナム語コース、タイ語コース）、国際ビジネスキャリア科、児童英語教育科、国際エアライン科（キャビンアテンダント
コース、グランドスタッフコース）、国際観光科、国際ホテル科

【2年制課程（学科独自のカリキュラムで学ぶ）】
グローバルコミュニケーション科、留学科（海外大学3年次編入コース、コミュニティカレッジコース）

【1年制課程（1年間で基礎力、コミュニケーション力を身につける）】
英語基礎養成科、英語コミュニケーション専科

神田外語学院　10120-815-864（フリーダイヤル）　TEL : 03-3258-5838お問い合わせ

語学力と専門スキル、そして異文化を理解する心を持ち、世界各国で活躍できる人材を育成しています。空港
や、国内外のホテル、企業内英語関連部署、観光関連、児童英語教育の現場や国際ビジネスの世界で、6万
人以上の卒業生が活躍しています。神田外語大学へ編入学できる唯一の専門学校です。

神田外語学院（Kanda Institute of Foreign Languages）
★神田外語いしずゑ会〔本人・兄弟・姉妹〕入学金返還制度あり

神田外語大学
教員人事
新規任用（4月1日付）
①所属　②出身　③メッセージ
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お問い合わせ一覧　各部署へ直接お問い合わせください。
■受付時間

※8月6日（日）から8月20日（日）は、夏季休業期間とさせていただきます。

平　日
  9時00分〜11時10分
12時10分〜17時15分

土曜日
9時00分〜11時30分

お問い合わせ内容 部署名 電話番号
科目履修、成績 教務課 043-273-1320

留学 国際交流課 043-273-1615
学生生活や奨学金、

各種証明書 学生課 043-273-2948

就職、進路 キャリア教育センター 043-273-1598

お問い合わせ内容 部署名 電話番号
学生相談、

カウンセリング メディカルセンター 043-273-1495

授業料の納入 総務部 043-273-1322

図書館の利用 図書館 043-273-1192

入試、イベント 広報部 043-273-2826

『小学生に英語の読み書きをどう教えたらよいか』
（田中真紀子先生著）が刊行

　本学の田中真紀子教授（英米語学科/ 児童英語教育研究セン
ター 副センター長）の著書、『小学生に英語の読み書きをどう教え
たらよいか』が研究社から刊行された。
　本書は2020年の小学校英語教科化に向けて、小学校の教員向
けに書かれた指導書で、「理論編」と「実践編」の二部構成になって
いる。
　「理論編」では、文字を教える必要性と、文字を学習することの効
果、そして読みの基本として「音素認識」を高めることの重要性など
を解説している。「実践編」は、音素認識を高めるアクティビティや
フォニックスの具体的な指導方法などがstep-by-stepで示されて
いる。小学生が興味を持って楽しみながら文字の読み方を学べる
ように、歌やチャンツ、絵本などを活用し、授業ですぐに実践できるよ
うに解説されている。
著者：田中 真紀子　発行所：研究社　ISBN：978-4-327-41097-1

British Hillsからのご案内

上記以外にも各種プランをご用意しております。詳しくはホームページをご覧ください。

ブリティッシュヒルズ　10120-131-386 （フリーダイヤル）

ホームページ  http://www.british-hills.co.jp/

ご予約・お問い合わせ

★この夏もブリティッシュヒルズを満喫！
高原の涼しい風が吹くブリティッシュヒルズは夏で

もとても過ごしやすい気候です。

豊かな自然に囲まれた中で英国の雰囲気あふれる

滞在をお楽しみください。

ご宿泊プランのご案内
● 料金：おひとり様 ￥22,000〜（1泊2食付・税サ込）

神田外語大学 開学30周年によせて

創立30周年記念、大学オリジナルタイカレーを販売

創立30周年記念事業募金について

「第13回幕張チャリティ・フリーマーケット（幕チャリ）」開催！

同時開催、創立30周年記念事業「コミュニティ・オープン・デイ」

　毎年、浜風祭で大人気のポンシー・ライト特任
准教授（アジア言語学科タイ語専攻）の本格タイ
カレーがレトルトになった。保存料・化学調味料
不使用にこだわり、チキン、なす、タケノコ、パプ
リカをふんだんに使用したココナッツミルクのマ
イルドな優しさの中に、辛さとハーブが香るやみ
つきになるタイの味。ポンシー先生が微笑みか
けるパッケージに思わず手が出る逸品となって
いる。
　レッドとグリーンの2種類 各560円（消費税込
み）、アジアン食堂「食神」店頭にて販売中！

　本学は、創立30周年を契機として学習環境のさらなる整備及び教育研究のより一
層の充実を図るため、標記募金を実施しています。
　本件募金の趣旨にご賛同頂き、温かいご支援を賜れれば幸いです。
　なお、1万円以上のご寄付を下さった個人寄付者の方には、本学卒業生のデザイン
による創立30周年記念Ｔシャツ（特製限定版）を、3万円以上のご寄付を下さった個人
寄付者の方には、同Tシャツ及び創立30周年記念腕時計（特製限定版）を、それぞれ
贈呈致します（いずれも数に限定あり）。

【募金の目的】
学習環境のさらなる整備及び教育研究のより一層の充実に要する資金への充当

【募金の使途】
さらなるグローバル人財の育成促進に向け、記念事業を実施するための資金の一部

【記念事業の主な内容】
・8号館の建設を通じた少人数教育の実現、自立学習環境の強化
・全学生が在学中に最低１回は海外留学・研修を経験できるようにするための支援拡充
・日本人学生と外国人留学生との共同生活のための新たな国際寮建設計画の推進
・8号館オープン・セレモニー開催による卒業生のリユニオン
【募金の期間】
2018年3月31日まで

【募金の対象者】
在学生、在学生の保護者、卒業生、教職員、一般の方、法人、団体他

詳細は以下の公式HPをご覧ください。
http://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/about/donation/
※創立30周年腕時計は10月以降の発送となります。

　5月27日（土）「感じろ！」をテーマに学生主催のチャ
イティイベント「第13回幕張チャリティ・フリーマーケッ
ト（幕チャリ）」が開催された。今年度も「熊本地震」復興
への緊急支援、「3.11東日本大震災」復興への継続支
援、アジアの自立に向けた持続支援という3つの目標
を掲げ、地域の方々や地元企業の方々から協賛いただ
いた寄付品でフリーマーケットやチャリティ・オークショ
ン等を開催した。また、ちば国際コンベンションビュー
ローが主催する国際協力や国際交流団体の活動や取
り組みを紹介する「国際フェスタCHIBA」も同時開催
され、来場者数は1,500名となった。

　本学創立30周年記念事業として、地域住民の方々
を対象とした「コミュニティ・オープン・デイ」も、「第13
回幕張チャリティ・フリーマーケット」と同日に開催され
た。今年4月にオープンしたKUIS 8（8号館）の特別内
覧会では、参加者はガラス張りの斬新なデザインやロ
フトをイメージした大空間など、ニューヨークの雰囲気
を楽しんだ。
　KUIS 8の教室では、神田外語キッズクラブによる未
就園児～小学3年生を対象とした「英語で遊ぼう！」が
開催された。外国人教員による「Story Time」や「Make a Face Game」、本学ボランティア
サークルの学生も協力した「Fishing Game」など、ゲーム形式で英語を学べるプログラムにも
多くの子どもたちが参加し、英語でのコミュニケーションを楽しんだ。アジアン食堂「食神」では
午前と午後の2回に分けて、本学専属ガーデナーの座間せつよ先生による「ギャザリング(寄せ
植え)体験教室」が開催された。また7号館2階のMULC(Multilingual Communication 
Center)では、外国人教員や留学生と会話のできるスタンプラリーが開催され、スタンプを全
部集めた参加者には先着300名でプレゼントが進呈された。

　神田外語大学は、本年めでたく開学30周年を迎えることができました。これも偏に、こ
れまで本学を愛していただいた皆様、現在色々な立場で本学を、愛情をもって支えてい
ただいている皆様、これから本学を、心から愛していただけるであろう皆様のおかげであ
り、大学を代表して深甚なる謝意を表する次第であります。
　30年前の1987年といえば、「国鉄民営化」の年でありました。当時の国鉄は、「親方日
の丸」的な面が強く、乗客サービスよりも優先するものが別にあり、「春闘時のストライキ」

「不潔なトイレ」「無愛想な駅員さん」等、必ずしも国民に愛される公共交通機関ではあり
ませんでした。ところがJRとしての民営化以降、労使双方の血がにじむような努力によっ
て、今や、世界に冠たる「快適鉄道事業会社グループ」に変貌し、日本の成長戦略の一翼
を担っています。
　一方で本学は、最後発の「STUDENT FIRST大学」として、良き経営者・良き教職員に恵
まれ、「思い切った教育施策」「思い切った研究施策」「思い切った施設戦略」を展開して参

りました。30周年を機にオープンした「快適KUIS8」の効果もあって、建学の理念
“Communication builds a peaceful world”の実現に向けた「若者たちの息吹」が
キャンパス内に満ちあふれているのを感じます。
　しかしながら本学は、まだまだこれからの「発展途上大学」であります。克服すべき課題
はヤマのように残っています。少子化・人口減少社会の到来は、必然的に大学を「構造不
況業種」に追いやります。それでも私たちは、JRの様な「血がにじむような努力」を厭いま
せん。来たるべき60周年に向けて、「明るい笑顔と、明るい挨拶にあふれた神田外語大
学」を若者たちが憧れる「学びの聖地」に近づけたいと思います。
　卒業生の皆さん、保護者の皆さん、どうかこの大学を暖かく・厳しく見守ってくださ
い。一週間に一度で良いですから大学のHPをご覧いただき、ご批判・ご𠮟責をお寄せく
ださい。
　キャンパスでお目にかかれることを、楽しみにしております。

浜風祭、ホームカミングデー開催について
2017年度「第31回 浜風祭」は10月28日（土）・29日（日）に開催します。
また、「第13回 ホームカミングデー」は2017年度内に開催する予定です。詳細は
神田外語大学同窓会Twitter・Facebookをご確認ください。ご来校をお待ちしております。


